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研究者が使いたくなる
リポジトリの機能とは？
轟眞市
物質・材料研究機構
光材料センター

Researchers
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自己紹介 轟 眞市

• 光ファイバの研究、マイナーかつ重要なテーマ

先月号
公称 13500部

光ファイバーの
自壊連鎖現象
ファイバーヒューズ
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自己紹介 轟 眞市

• 光ファイバの研究、マイナーかつ重要なテーマ

• Self-archiving @ geocities.com/Tokyo/1406 (2000–)

@ .com/tokyo1406 (2006–)

• 研究者向け読みもの執筆 (和 10、英 4 @ Scribd)

• TEXnician, Rubyst, Debian GNU/Linux user

=⇒ Free Software大好き −→ Open Access大好き

• テスター第 1号 (2008/9–)

Slide 3

'

&

$

%

内容

研究者が使いたくなるリポジトリの機能とは？

続・自己紹介

なぜSelf-archivingに熱心なのか？

人参を鼻先に

登録作業へと研究者を動かすためには？

Win-Winへの道

それぞれの立場から踏み出すべき一歩は？
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続・自己紹介

なぜSelf-archivingに熱心なのか？

過去 4年間の活動を、経時的・定量的に報告

電子化の効用

和訳の効用

英訳の効用
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電子化の効用 個人ホームページ上にPDFで公開
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電子化の効用 査読無し和文文献数と強い相関
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電子化の効用 学会会報に寄稿

’07/7/1
発行

(5880部)

−−−−−−−−−→
　　　
　
　

−−−−−−−−−→
　　　　　

　
　

−−−−−−−−−→

• ファイル検索＋ホームページ管理 by BIBTEX & Ruby

• 著者版Postprintをホームページで同時公開
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電子化の効用 TEXコミュニティに周知

’07/7/1
発行

(5880部)

−−−−−−−−−→’07/7/2
Wiki +700 views
書込

−−−−−−−−−→
　　　　　
　
　

−−−−−−−−−→
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電子化の効用 おしえて！電子ファイル超整理法

’07/7/1
発行

(5880部)

−−−−−−−−−→’07/7/2
Wiki
書込

−−−−−−−−−→
’08/6/22
雑談サイト +200 views
投稿

−−−−−−−−−→
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電子化の効用 掲載誌を読まない人にも届く
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続・自己紹介

なぜSelf-archivingに熱心なのか？

電子化の効用
査読無し和文記事でも、公開すれば反響を得やすい

和訳の効用

英訳の効用
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和訳の効用 きっかけはSelf-archiving

’07/10/21掲載
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和訳の効用 材料 Informatics Workshopで発表

’04/12/10
国際WS
　

−−−−→ ’05/9/28
公開

(in Press)

−−−−→ −−−−→ ’06/1/24
公開

(in Print)

−−−−→
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和訳の効用 海外ブロガーが反応

’04/12/10
国際WS
　

−−−−→ ’05/9/28
公開

(in Press)

9/30

F−−−−→ −−−−→ ’06/1/24
公開

(in Print)

1/27

F
2/4

F−−−−→

=⇒ ’06第 1四半期 DL数 11位
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和訳の効用 和訳に日本人ブロガーも反応

’04/12/10
国際WS
　

−−−−→ ’05/9/28
公開

(in Press)

−−−−→
’05/10/5
和訳公開
　

10/20

✩−−−−→→

′
06/4/20

✩−−−−→→ −−−−→

′
07/1/21

✩

=⇒ ’07/10/21掲載

=⇒ ’08/5/25言語学者の Blog
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和訳の効用 「査読済」の信用が連鎖反応に
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続・自己紹介

なぜSelf-archivingに熱心なのか？

電子化の効用
査読無し和文記事でも、公開すれば反響を得やすい

和訳の効用
査読済英文文献も、和訳を公開すれば読者は増える

英訳の効用
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英訳の効用 研究の裏話を和雑誌に寄稿

’05/5/15
招待講演
＠ロシア

−−−−−→
’06/4/1
第 1話
発行

−−−−−→

′
06/11/29

•

公開

　
　　　　
　

−−−−−→
’07/3/15
第 2話
発行

−−−−−→

• 2つの偶然を経て招待講演

• 業界団体会報と業界誌 •実験ビデオを公開
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英訳の効用 訃報を受け、英訳し公開

’05/5/15
招待講演
＠ロシア

−−−−−→
’06/4/1
第 1話
発行

−−−−−→

′
07/1/22

� ’07/2/5
英訳公開
　

−−−−−→
’07/3/15
第 2話
発行

−−−−−→

“I have red it with great interest.”
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英訳の効用 カウンタの異変

’05/5/15
招待講演
＠ロシア

−−−−−→
’06/4/1
第 1話
発行

−−−−−→

′
06/11/29

•
’07/2/5
英訳公開
　

−−−−−→
’07/3/15
第 2話
発行

′
08/4/3

?

⇐
=

−−−−−→

Slide 21

'

&

$

%

英訳の効用 スペイン語科学ブログが英訳を紹介

’05/5/15
招待講演
＠ロシア

−−−−−→
’06/4/1
第 1話
発行

−−−−−→
’07/2/5
英訳公開
　

−−−−−→
’07/3/15
第 2話
発行

−−−−−→

′
08/5/15

? F

? = a Social News Cite

“es muy curioso de leer.”⇐
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英訳の効用 面白い話は独り歩きする
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続・自己紹介

なぜSelf-archivingに熱心なのか？

電子化の効用
査読無し和文記事でも、公開すれば反響を得やすい

和訳の効用
査読済英文文献も、和訳を公開すれば読者は増える

英訳の効用
逆も真なり。面白い話が日本人限定では勿体ない
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内容

研究者が使いたくなるリポジトリの機能とは？

続・自己紹介

Self-archivingは学会の枠を越えて自分を売り込める

人参を鼻先に

登録作業へと研究者を動かすためには？

Win-Winへの道

それぞれの立場から踏み出すべき一歩は？
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背景 普通の研究者の意識

• 機関リポジトリって、一体、何？

• 電子ジャーナルで間に合っています！

• で、入力はやってくれるんでしょ？

=⇒ できる範囲で協力するよ。
頑張ってね。

Researchers

Repository
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人参を鼻先に

登録作業へと研究者を動かすためには？

トップダウン

見返りの提供

隣の芝生効果
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トップダウン 業績評価と連結

• 研究発表許可願 (随時)

=⇒ 研究職個人業績評価 (年 1回)

!!
?!

?
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見返りの提供 利用統計

• ユーザー別、時系列変化

• 国別、時系列変化 (参考: )
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見返りの提供 被検索履歴@academia.edu

Tuesday 11th November
Keywords                                     Time        Search Engine
Blog-based research notebook   04:37am  Google(Japan)

Wednesday 5th November
Keywords                                     Time       Search Engine
"optical fuse" "fiber fuse"             02:55am    Google(Italy)

Thursday 30th October
Keywords                                     Time       Search Engine
shin-ichi electronic DEVICES    08:36pm  Google(China)
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隣の芝生効果 活用例の発掘・紹介

• 「あいつ、うまいことやりよった」が人を動かす

• まず和文文献を収集公開
=⇒人寄せパンダ (対身内・国内)

⇐=流通経路が確立している英文文献は長期戦

!!
?! ～♪����
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人参を鼻先に

登録作業へと研究者を動かすためには？

トップダウン
登録を業績評価に組み入れれば、年度末迄には完了か？

見返りの提供
毎日変化する利用統計を見せれば、励みになる

隣の芝生効果
活用例を紹介し、和文記事を読ませて、焚き付ける
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内容

研究者が使いたくなるリポジトリの機能とは？

続・自己紹介

Self-archivingは学会の枠を越えて自分を売り込める

人参を鼻先に

魅力ある利用統計と活用例を示し、身内を焚き付けよ

Win-Winへの道

それぞれの立場から踏み出すべき一歩は？
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Win-Winへの道

それぞれの立場から踏み出すべき一歩は？

システム開発者

研究者

図書館員
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システム開発者

• 研究者・図書館員の手間を最小限にする設計

=⇒ ワンストップ入力

=⇒ 現在の所属・執筆時の所属

=⇒ 文書間の関連性 (例: 翻訳、連載、予稿と上映資料)

• コンテンツを自在に出力できるAPI

=⇒ ホームページの自動生成
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研究者

• ネットに載せていない成果を eSciDocで発信せよ

=⇒ 電子化すれば、新たな読者を得られる

• 和文記事執筆にも手を抜かず、必ずデポジット

=⇒ ネットでのレスポンスが得易い
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図書館員

• 活用事例を拾いあげ、それを発表する機会を作れ

• 学芸員の視点でコレクションを魅せよ (和文なら可能)

!!

?!

!!

A い

B ろ

♪～
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伝統館に学べ 県立川崎図書館の取り組み

• 企画展示に講演者の和雑誌記事が収録

書籍 51点
記事 19点

平成 19年
5/11– 6/13
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将来への期待 電子ジャーナルと並ぶ／凌ぐツール

• 引用文献の相互リンク

• 関連文書紹介・新規登録文書の告知

• 個人業績リスト／関連論文リストの管理ツール

• オープンソースが可能にする迅速なサービス立ち上げ
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Win-Winへの道

それぞれの立場から踏み出すべき一歩は？

システム開発者
手間少なくして魅力あるサイトを構築できるシステムを

研究者
業績リストの高機能化と捉え、和文記事公開で読者増を

図書館員
原石を拾い集め、磨いてPRを
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結論 研究者が使いたくなるリポジトリの機能とは？

続・自己紹介

Self-archivingは学会の枠を越えて自分を売り込める

人参を鼻先に

魅力ある利用統計と活用例を示し、身内を焚き付けよ

Win-Winへの道

各自が生み出す価値を統合して、比類無きリポジトリを
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お知らせ

• 取り上げた和文文献の別刷を、NIMSブースで配布中

=⇒ でも公開中 (本上映資料の縮刷も)

• 講演前半を短くまとめたエッセイを発行予定

「セルフアーカイビングのすすめ
―かわいい著作には旅をさせよ」

マテリアルインテグレーション誌 12月号

=⇒ 英訳も含めてセルフアーカイビング予定
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